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毎月1日は 

「交通安全の日」です 

毎月17日は 

「心配ごと相談の日」です 

毎月第4水曜日は 

「交通事故相談の日」です 

No.146 号 

町 の 人 口 

(5 月末日現在） 

4, 235人 

4, 716人 

8, 951人 

2, 733世帯 

男
 
女
 

総人口 

世帯数 

〇
 

と 

じ 

て 

保 

存 

し 

て 

下 

さ 

し二 

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
 

き

ず

く

た

め

に

／

 

下
田
川
四
カ
町
同
和
地
区
 

実
態
調
査
結
果
の
報
告
 

こ
の
報
告
会
は
昭
和
四
十
九
年
六
月
 

十
二
日
午
後
一
時
よ
り
赤
池
町
町
民
会
 

館
に
お
い
て
約
四
時
間
に
わ
た
り
、
調
 

査
団
の
各
諸
先
生
方
よ
り
、
中
間
報
告
 

が
行
な
わ
れ
、
出
席
者
も
約
四
百
名
に
 

の
ぼ
り
、
人
口
、
世
帯
、
教
育
水
準
就
 

労
措
置
、
農
業
構
造
、
営
農
団
地
、
生
 

活
環
境
等
の
現
状
と
問
題
点
、
社
会
保
 

障
で
は
生
活
保
護
、
老
人
、
児
童
福
祉
 

母
子
福
祉
、
保
健
衛
生
等
の
問
題
、
教
 

）
 

ー
 

育
で
は
、
就
学
前
教
育
、
学
校
教
育
、
 

社
会
教
育
、
進
路
保
障
の
問
題
と
そ
れ
 

ぞ
れ
の
分
野
で
報
告
が
な
さ
れ
、
最
終
 

結
果
は
今
年
の
八
月
末
の
予
定
で
あ
り
 

ま
す
。
 

下
田
川
四
カ
町
同
和
地
区
実
態
調
査
 

の
目
的
は
、
国
の
同
和
対
策
審
議
会
答
 

申
の
完
全
実
施
と
同
和
対
策
事
業
特
別
 

措
置
法
の
即
時
具
体
化
を
要
求
す
る
部
 

落
解
放
運
動
の
課
題
に
、
応
え
る
も
の
 

で
あ
り
ま
す
。
同
和
問
題
が
真
実
に
部
 

落
解
放
の
役
割
り
を
果
た
す
も
の
と
す
 

る
た
め
に
地
域
住
民
の
要
求
に
応
え
、
 

諸
課
題
を
解
決
し
、
地
域
と
住
民
の
お
 

か
れ
て
い
る
差
別
の
現
実
を
、
そ
の
歴
 

史
性
と
社
会
性
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か
 

に
し
、
部
落
解
放
へ
の
展
望
を
明
ら
か
 

に
し
た
う
え
で
、
部
落
解
放
総
合
計
画
 

の
策
定
と
実
施
の
基
礎
資
料
の
作
成
と
 

そ
の
方
向
づ
け
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
 

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

調
査
は
昭
和
四
十
八
年
七
月
ニ
十
一
 

日
か
ら
七
日
間
に
わ
た
り
、
大
阪
市
立
 

大
学
を
は
じ
め
県
下
の
各
大
学
の
先
生
 

た
ち
に
依
頼
し
て
同
和
地
区
実
態
調
査
 

を
実
施
し
た
結
果
報
告
で
あ
り
ま
す
。
 

地籍調査につ い て 

皆さんの町をより良いものにし、また皆さんの生活を安定させるために、公共事業その他色々の事業計画がたて 

られます。 

これらの計画を実行に移すためには、その基礎となる資料を整えなければなりません。このために、鍵籍調査が 

行なわれることになりました。 

地籍調査は正しい測量によって新しく地図と帳簿（地籍図と地籍簿）を作り皆さんの、土地の正しい位置、地形 

地番、地目、面債を明らかにするための調査です。 



竺一(3) (2) け
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

・
一
 い

 
か
 

あ
 

報
 

広
 

町
民
野
球
大
会
 

優
勝
役
場
チ
ー
ム
 

町
内
野
球
フ
ア
ン
野
球
大
会
春
の
決
 

戦
は
六
月
二
日
（
日
）
十
ー
チ
ー
ム
の
 

参
加
を
得
て
、
椿
原
助
役
の
始
球
式
で
 

決
戦
の
幕
を
開
き
ま
し
た
。
 

六
月
九
日
（
日
）
に
は
準
決
勝
、
決
 

勝
戦
が
行
な
わ
れ
、
決
勝
戦
は
ナ
イ
ン
 

ス
タ
ー
ズ
対
役
場
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
ま
 

（昭和49年5 月3'日 現在） 

赤池町年令別人口調査表 

し
た
が
、
大
差
を
も
っ
て
役
場
チ
ー
ム
 

が
優
勝
杯
を
手
に
し
大
会
の
幕
を
閉
じ
 

ま
し
た
。
 

準
優
勝
で
は
モ
ン
キ
ー
ズ
対
役
場
チ
 

ー
ム
が
逆
転
逆
転
の
連
続
で
観
衆
約
五
 

十
名
ほ
ど
で
し
た
が
応
援
合
戦
を
し
、
 

手
に
汗
を
握
る
熱
戦
で
し
た
。
 

野
球
フ
ア
ン
の
皆
さ
ん
ノ
 
お
お
い
 

に
大
会
に
参
加
し
、
今
後
の
町
民
野
球
 

の
発
展
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

写真は春期優勝の役場チーム 

な
お
、
春
の
優
勝
チ
ー
ム
と
秋
の
優
 

勝
チ
ー
ム
が
対
戦
し
て
勝
者
が
郡
体
に
 

出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

犯
罪
防
止
で
 

楽
し
い
夏
を
 

輝
く
太
陽
、
光
る
海
、
 
一
年
中
で
最
 

も
自
然
に
親
し
む
季
節
が
や
っ
て
き
ま
 

し
た
。
 

「
暴
力
犯
罪
の
防
止
」
 

花
火
大
会
，
盆
踊
り
、
そ
の
他
キ
ヤ
 

ン
プ
場
、
盛
り
場
な
ど
人
出
の
多
い
場
 

所
で
は
、
チ
ン
ピ
ラ
た
ち
や
悪
い
酔
っ
 

ぱ
ら
い
な
ど
の
「
た
か
り
や
、
い
や
が
 

ら
せ
」
と
い
っ
た
暴
力
犯
罪
が
起
り
が
 

ち
で
す
。
 

暴
力
に
よ
る
被
害
を
う
け
た
り
、
そ
 

の
現
場
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
と
き
 

は
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
 

い
。
暴
力
に
対
し
て
の
泣
寝
い
り
は
絶
 

対
に
や
め
ま
し
よ
う
。
 

，
暴
力
は
見
た
り
聞
い
た
ら
 

一
一
〇
番
 

「
性
犯
罪
の
防
止
」
 

夏
は
「
痴
漢
」
 
の
季
節
で
も
あ
り
ま
 

す。 

「
痴
漢
」
に
襲
わ
れ
た
と
き
の
状
 

況
を
よ
く
調
べ
て
見
ま
す
と
、
被
害
を
 

受
け
た
側
に
も
大
な
り
小
な
り
責
任
が
 

あ
る
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
車
で
 
「送 

っ
て
あ
げ
よ
う
」
 

「
ド
ラ
イ
ブ
し
よ
 

う
」
な
ど
と
い
っ
た
甘
い
誘
い
に
の
ら
 

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
・
つ
。
 

暗
い
夜
道
の
ひ
と
り
歩
き
は
さ
け
ま
 

し
よ
う
。
襲
わ
れ
た
と
き
の
用
心
に
、
 

護
身
用
，
一
一
〇
番
ブ
ザ
ー
I

を
ハ
ン
 

ド
バ
 
ッ
ク
や
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
お
き
 

ま
し
よ
う
。
 

ー
気
を
つ
け
よ
う
 

甘
い
言
葉
と
暗
い
道
ー
 

「
少
年
非
行
の
防
止
」
 

夏
休
み
の
解
放
感
か
ら
、
こ
ど
も
た
 

ち
の
生
活
が
不
規
則
と
な
る
た
め
、
夜
 

遊
び
や
外
泊
、
悪
い
友
達
と
の
交
際
、
 

飲
酒
、
喫
煙
や
ニ
ス
遊
び
と
い
っ
た
非
 

行
の
き
ざ
し
を
見
せ
て
く
る
こ
と
が
あ
 

り
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
 

帰
宅
時
間
を
守
ら
せ
ま
し
よ
う
。
 

花
火
大
会
、
盆
踊
り
な
ど
の
催
し
や
 

海
水
浴
 
キ
ヤ
ン
プ
場
な
ど
に
は
大
人
 

が
つ
い
て
行
く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

つ
と
め
て
親
子
が
話
合
う
時
間
を
つ
く
 

り
ま
し
よ
う
。
こ
ど
も
の
友
達
関
係
、
 

行
動
、
所
持
品
に
じ
ゆ
う
ぶ
ん
気
を
く
 

ば
り
ま
し
よ
う
。
 

ー
規
則
正
し
い
生
活
と
親
子
の
対
話
で
 

非
行
防
止
ー
 

住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

ー
明
る
い
住
み
よ
い
わ
が
町
に
2
 

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
含
有
殺
 

虫
剤
の
販
売
停
止
と
回
 

収
に
つ
い
て
 

厚
生
省
は
六
月
一
日
、
中
央
薬
事
審
 

議
会
副
作
用
部
会
の
意
見
に
も
と
づ
い
 

て
発
ガ
ン
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
、
塩
化
 

ビ
ニ
ー
ル
を
噴
射
剤
に
使
っ
た
ス
プ
レ
 

ー
式
殺
虫
剤
の
販
売
を
全
面
的
に
停
止
 

す
る
と
と
も
に
、
製
品
を
回
収
す
る
よ
 

う
各
都
道
府
県
、
業
界
や
各
メ
ー
カ
に
 

指
示
し
ま
し
た
。
県
で
も
、
こ
れ
を
受
 

け
て
県
内
の
製
造
メ
ー
カ
ー
支
店
、
卸
 

業
者
、
小
売
業
者
な
ど
に
販
売
中
止
と
 

回
収
を
指
示
し
ま
し
た
。
 

な
お
消
費
者
に
対
し
て
は
、
つ
ぎ
の
 

よ
う
な
処
置
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

1
 
現
品
の
見
わ
け
方
は
、
殺
虫
剤
 

ヘ
ス
プ
レ
ー
）
 
の
成
分
表
示
部
分
に
塩
 

化
ビ
ニ
ー
ル
と
記
入
さ
れ
て
い
る
の
で
 

確
め
て
く
だ
さ
い
。
 

2
 

メ
ー
カ
ー
、
卸
商
等
は
回
収
を
 

始
め
て
い
ま
す
が
、
現
在
手
持
ち
の
も
 

の
は
（
使
い
か
け
も
含
む
）
購
入
店
に
 

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

購
入
店
で
は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
は
 

い
っ
て
い
な
い
製
品
と
交
換
す
る
か
、
 

売
価
で
引
取
る
か
、
い
ず
れ
か
の
方
法
 

で
対
処
す
る
よ
う
業
者
に
協
力
を
依
頼
 

し
て
い
ま
す
。
 

3
 
小
売
店
で
引
と
っ
て
も
ら
え
な
 

い
と
き
は
同
一
製
品
を
扱
っ
て
い
る
他
 

の
店
 
（
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ツ
 

ト
も
含
む
）
で
も
処
置
す
る
よ
う
に
な
 

っ
て
い
ま
す
の
で
持
参
く
だ
さ
い
。
 

4
 
消
費
者
の
苦
情
を
十
分
聴
収
さ
 

れ
て
、
具
体
的
な
内
容
を
県
消
費
生
活
 

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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（男） 100人 年
令
 

50人 

満

ゼ

ロ

才

よ

り

九

十

三

才

ま

で

 

昭
和
四
十
九
年
五
月
三
十
一
日
現
在
の
赤
池
町
の
総
人
ロ
、
並
び
に
男
女
別
、
年
令
別
、
世
代
別
人
口
 

の
統
計
が
役
場
企
画
室
で
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
赤
池
町
の
総
人
ロ
は
、
八
千
九
百
五
十
一
人
で
、
最
高
 

年
齢
者
は
九
十
三
才
で
す
。
男
女
別
、
年
令
別
人
口
を
棒
グ
ラ
フ
で
表
示
し
ま
し
た
。
 

ま
た
総
人
ロ
に
対
し
て
男
性
が
四
十
七
・
三
％
で
、
女
性
が
五
十
二
・
七
％
を
占
有
し
て
い
ま
す
。
 

世
代
的
に
は
、
二
＋
代
が
最
も
多
く
、
二
十
代
の
中
で
も
中
間
層
の
二
十
三
才
か
ら
二
十
七
才
の
人
口
が
 

多
い
。
今
後
の
傾
向
と
し
て
町
の
人
口
は
ニ
十
代
層
が
多
い
こ
と
や
、
工
場
誘
致
、
観
光
開
発
の
進
展
で
 

人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 



(4)~ か い け あ
 

報
 

広
 

交

通

安

全

教

室

開

か

れ

る

 

六
月
十
八
日
、
午
前
十
時
よ
り
、
 
一 

時
間
半
あ
ま
り
、
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

に
お
い
て
、
町
内
の
四
保
育
所
主
催
で
 

田
川
警
察
署
の
ご
協
力
を
得
て
交
通
安
 

全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

上
野
、
中
尾
、
赤
池
、
市
場
の
四
保
 

育
所
の
園
児
約
ニ
百
五
十
名
が
そ
れ
ぞ
 

れ
の
園
長
と
先
生
に
引
卒
さ
れ
て
元
気
 

よ
く
参
加
し
ま
し
た
。
 

そ
し
て
巡
視
員
四
名
に
よ
る
交
通
安
 

全
の
人
形
劇
、
腹
話
術
劇
、
交
通
安
全
 

実
習
訓
練
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
出
席
さ
 

れ
た
五
名
の
交
通
安
全
係
警
官
に
よ
っ
 

て
交
通
安
全
の
漫
画
映
画
が
映
写
ざ
れ
ー
 

ま
し
た
・
】
 

保
育
所
園
児
全
員
が
、
こ
の
交
通
安
 

全
教
室
に
終
始
一
貫
し
て
積
極
的
に
熱
 

心
な
態
度
で
望
み
ま
し
た
。
 

こ
の
交
通
安
全
教
室
は
、
全
保
育
所
 

の
園
児
に
と
っ
 て
、
と
て
も
貴
重
な
時
 

間
と
な
り
ま
し
た
。
 

第
八
回
書
道
祭
で
 

赤
池
町
よ
り
つ
ぎ
の
 

方
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
 

＠
昭
和
四
十
八
年
度
特
別
会
員
 

中
学
三
年
 

佐
藤
 
正
己
 

⑥
昭
和
四
＋
八
年
度
無
審
査
会
員
 

中
学
一
年
 

藤
村
唯
穂
子
 

ガ
ー
】
年
 

寺
田
 

隆
 

ク 
三
年
 

森
 

悦
子
 

小
学
六
年
 

相
部
 
陽
子
 

ク 
三
年
 

藤
村
 
佳
代
 

入
 
選
 

小
学
六
年
 

木
村
久
美
子
 

五
年
 

香
月
 

静
 

ル 

城
野
 
文
代
 

ク 

武
末
 
博
子
 

ガ 

木
月
千
恵
子
 

四
年
 

立
花
 
早
苗
 

ク 

世
良
 
由
紀
 

一一年 

広
次
 
雄
介
 

特
 
選
（
毛
筆
）
 

小
学
六
年
 

世
良
 
珠
美
 

ク 

石
橋
真
由
美
 

五
年
 

世
良
信
太
郎
 

一一年 

世
良
美
津
子
 

特
 
選
（
硬
筆
）
 

中
学
一
年
 

世
良
 
彰
彦
 

小
学
六
年
 

相
部
 
陽
子
 

小
学
五
年
 

武
末
 
博
子
 

金
 
賞
（
毛
筆
）
 

小
学
六
年
ー
太
田
・
知
宰
ー
ー
 

ク 

浦
田
 
康
弘
 

ル 

藤
井
 
由
美
 

五
年
 

・
間
 

一
恵
 

ク 

坂
元
由
里
子
 

四
年
 

武
末
 

茂
 

ク
 

皆
川
ゆ
か
り
 

ク 

高
橋
 
禎
直
 

ガ 

島
 

直
樹
 

ク 

太
田
 
宏
ー
 

ク
 

太
田
 
孝
広
 

ク
 

世
良
 
公
穂
 

一一年 

今
畑
 
明
美
 

ク 

藤
村
み
ど
り
 

ク 

浦
上
 
律
子
 

幼幼 

児児年 
一
年
 

香
月
 

敏
 

太
田
こ
う
い
ち
 

坂
元
 
美
延
 

以
上
（
順
位
不
同
）
 

一
お
 

礼
一
 

一
、
金
一
封
 
資
宗
 
克
行
殿
 

亡
父
年
勝
殿
（
＋
八
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
満
丸
ス
エ
ノ
殿
 

亡
夫
惣
一
殿
（
二
十
二
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
太
田
冨
美
子
殿
 

亡
母
マ
サ
ノ
殿
（
十
二
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
大
久
保
鹿
蔵
殿
 

亡
父
喜
代
太
郎
殿
（
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
藤
田
 

要
殿
 

ー
亡
妻
フ
ジ
殿
（
十
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
木
下
 
虎
夫
殿
 

亡
父
駒
吉
殿
（
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
赤
星
カ
オ
ル
殿
 

'
‘
ー
亡
夫
亀
喜
殿
（
十
 
所） 

一
、
金
一
封
 
平
川
 
繁
樹
殿
 

亡
母
タ
ル
殿
（
八
 
所
）
、
 

一
、
金
一
封
 
太
田
 
幸
一
殿
 

亡
父
兼
雄
殿
（
六
支
所
）
 

‘
ー
て
金
」
封
 
市
川
 
繁
蔵
殿
 

亡
叔
父
亀
雄
殿
（
＋
五
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
太
田
 
久
松
殿
 

亡
妻
ハ
ッ
ェ
殿
（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
武
末
 
豊
作
殿
 

亡
母
ム
ラ
殿
（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
安
武
 
丞
治
殿
 

亡
父
譲
殿
（
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
中
村
い
つ
子
殿
 

亡
夫
久
殿
（
十
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
木
村
マ
ッ
子
殿
 

亡
母
マ
ッ
ノ
殿
（
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
木
村
ァ
ヤ
子
殿
 

亡
夫
義
人
殿
（
十
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
梶
原
 

一
嘉
殿
 

亡
父
一
男
殿
（
七
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
藤
村
 
仁
司
殿
 

亡
父
貞
雄
殿
（
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
松
本
 
正
勝
殿
 

亡
妻
タ
ネ
殿
（
十
八
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
市
川
 
孝
道
殿
 

亡
父
国
雄
殿
（
二
支
所
）
 

以
上
香
典
返
し
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
社
 

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
．
 

老
人
（
敬
老
会
）
の
方
へ
硲
木
生
男
 

氏
よ
り
パ
ン
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
．
 

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
よ
り
、
ダ
ン
 

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
益
金
を
社
会
福
祉
協
 

議
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
 


